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【お問い合わせ】 工学研究院地球資源システム工学部門 助教 喜岡 新 

TEL：092-802-3343  Mail：kioka@mine.kyushu-u.ac.jp  

（参考図）ウルトラファインバブル

によるシリカスケール抑制メカニ

ズムの概略図。 

 

 
 
 
 

ナノ気泡を使った金属腐食抑制・スケール抑制技術の提案 

 九州大学 大学院工学研究院 地球資源システム工学部門の喜岡新 助教と中川昌美 客員教授

（本務：米国コロラド鉱山大学）は、金属腐食やスケール(※1)付着の抑制におけるウルトラファ

インバブル(※2)の応用可能性について提案しました。 

 我が国は世界有数の地熱資源保有国であるため、再生可能エネルギーを利用する地熱発電が注

目されています。地熱発電所の多くは九州地方に集中していますが、我が国に限らず世界中の地

熱発電所において、発電所施設の配管での腐食ならびに炭酸カルシウムやシリカ等のスケール付

着が発生しています。腐食やスケール付着は、定期的な配管交換や高価な鋼材の導入が必要にな

ることや、発電出力の低下、スケール付着物除去に伴う著しいコスト増加をもたらすなど、地熱

発電所の運営上で大きな問題となっています。 

 そこで研究グループは、様々な先行研究で発見や予測されているウルトラファインバブルの基

礎的な物理化学特性の知見をもとに、ウルトラファインバブルを使って腐食やスケール付着を軽

減できるかどうかを考察しました。その結果ウルトラファインバブル利用は、腐食抑制やスケー

ル抑制に有効であるだけでなく、(1)化学薬品不使用なため環境に優しい「グリーン」な材料であ

ること、(2)安価、(3)導入が比較的容易、(4)地熱発電のような比較的高温・高圧な環境でも使用

可能、(5)長時間使用可能、といった従来の抑制剤では難しい側面でのメリットがあることが分か

りました。今回の研究グループの研究は理論的な見地に留まりますが、今後の様々な研究によっ

て、ウルトラファインバブルの具体的な実用性だけでなく、腐食やスケール付着の問題を抱える

様々な工学分野での応用可能性についても明らかになることが期待されます。 

 本研究は本学工学研究新分野開拓助成および日本学術振興会科学研究費助成事業若手研究

(JP21K14576)の支援を受けて実施されました。なお、この研究成果は 2021 年 6 月 23 日(日本時

間)に「Renewable and Sustainable Energy Reviews」誌(IF = 12.1)にオンライン掲載されまし

た。 

 掲載 URL：https://doi.org/10.1016/j.rser.2021.111373 

※1：液体に含まれるカルシウムやシリカなどの無機塩類が設備機器に付着したものです。 

※2：ナノバブルとも呼ばれる数十〜数百ナノメートル径の超微小気泡です。環境に優しく導入が

比較的安価なことから、農林水産や美容など様々な分野での応用例も数多く報告されています。 

研究者からひとこと： 

ウルトラファインバブルは発展著

しい研究分野です。今後はウルト

ラファインバブルの基礎的な物理

化学的特性の理解を目指したサ

イエンスと、環境に優しい性質を

活かした応用研究を並行して進

めていければと思っています。 


